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cf,~ l x ／ β〉。走／全体をみ 4わすこヒにする。

〉くめエルミ F L玄ナ量 d.1;之夜 υ：＼ β伺づ汁

パー i二治クエ／レミ r ト計量 101jが与えられ

た之さ、 'f) lf E c~ ~· （〆 J B)rご対乙て

Cli. rp~ ハ＊ 'fl 二二ぐ？ ナ＞dv-

はじてくヂyt＞を定義する。 t:T：＂し米 J dv-

はそれぞれ d4.2.-i二朗する星印作用素ミが沖積

~案を号ミ巧ざめと τ もむ こ内とさく Fノデ＞rよ

i によじず、従って Xよめ閣議文で島トとく

に f== t V¥ ~ で くれタ ＞：？.0 がれ立オもり

何！手 Yニ Cめどi?t/'k '2 0 



3 

cf; g （×J ち〉かも乙F1i十I( x ／めへ的存煎てを
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持つ摂津丈ミ〈〉く的〉えみノちし閉ま丈三宅クニヒ

にす毛。二史的命題めtJLFJflI在感号である。
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命題 (if.. 3) ~LI ならl式合決若手間主：



/2 

f : 付川急（Xノ B）一→ノHn,j(Xo) 8コ
1-i単射であlよ。
えit.（手、千） <t之／本ιl示、

ルweeHけ（XIB）ぐ∞
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I t' 

ノH川（ん Bfxe-

ただし、写イ豪 pI pノノ yノ／ Y' I立制？艮写像によ
リみちび、かれる 6併とし y じ；，，， I手正教 J かっ／

ノ Hけ（×~， B）投手柄ちんよ：＿(7)殺が
及ザ Blxc（占めんLへの制限Jのファイベー

に沿っ計量｛-8-i } （立布、想 （2、ヂ〉の I),2) 
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すよう i二吃る＠（ケ（又）｛京境界てi なめらがな

閉ま丈合4手。 Cけ（ヌ~1 B）ぎ伺ネ菜〉。

cf y て F会て洋和天かろ f/-6挙射、イι マ γぎ

洋射？、矛1 も。 ノげ＇~ (Xe, 3 ) ！な有？良次元7さか

らけ叶（Xノ β）{, 1R段式タンC':P＞も。 す丘、 d

定点〈チ‘？〉 ナ~ C・0 (Xoノ β 〉 ずつ

~ψτ＝ 0 ならば任意的正l丈£ r~）すし y
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i立i荷主Lであも。 ただし 621 かっ d/0 . 

お~＼1}1 ) スめ [fil式iを考えJ ラ．
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怠で、あ壱が H?l，苦（Xcc s I x&( ) 1下有限え九だ、か

G JmP1 ＝＝ しルP'". Pd tま挙射だか4これは

p~ が必身すて、ふるニとをすぎ味する。 ょうてん

i手間裂である e 1、己、 d.

~~応、用

文理（夕、 1) 弱 f完備多様イ本×がコ

シノザア卜持分集令 m補集ペトマ、、正な左手泉末
冗： Bー→ X tぢ勺ならばイ壬寿 m C/>'O 

1－：.対して白黙数 N及び有理翌！写イ象

~ ~ Xe.一→ IP""
でy×レ l二東 l二令手れ令あるフンハ。クト解析旬

象必《いれば

-v/><i-A ~ メι － A ー→ rfN
がずへのうめこみであもよフか 6めが存在す

る。
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tf t!:_i I二戸市首 （~cルη~ゐri;.> A のた痢

などがあるが事~愛する p 以ム。
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